
強くてやさしい、安心の自立管やマンホールを形成する
ICPブリース工法とは？
ICPブリース工法は、老朽化した既設下水道管路の中に、取付管と本管が一体化した自立管を新た

に形成する更生技術。下水道管路の形状に合わせて加工したポリエステル不織布に熱硬化性樹脂

を含浸させた「ICPライニング材」を、水圧および空気圧によって管路内に反転挿入、温水シャワー

リングによって硬化し、管路内にプラスチックパイプを連続して形成します。

さらに、ICPブリース工法なら、桝とマンホールの更生も非開削で実現します。取付管と本管、桝、

マンホールを完全一体化させることで、浸入水、漏水を完全にシャットアウト。より高い耐久力、水密

性が得られるため、下水道管路や下水処理施設の負担が軽くなり、下水処理費を節約、長期にわた

る補修も不要になります。また、非開削で現場硬化管を作る工法なので、工期が大幅に短縮され、

工費も削減し、騒音、振動も軽減できます。

コ ン セ プ ト -

ICPブリース工法で施工後。 ICPブリース工法マンホールライニング施工後。

浸入水、漏水を�
完全に�

シャットアウトします。�

ICPブリース工法なら

本管・取付管・マンホールを
完全一体化！

あらゆる管路に対応できるフレキシブルな
管路更生技術ICPブリース工法に注目！
市民生活、産業システム、環境保全のために欠かすことのできないインフラ「下水道」。すでに

埋設された下水道管の中には、耐用年数（約50年）を超えたものや、地盤変動、地震、車の振動

などによるクラック、破損、継ぎ目ずれ、酸性排水による腐食など、老朽化が進行しているもの

が数多くあります。なかでも損傷箇所や接合部の隙間から発生する浸入水や漏水、木の根の侵

入等は、管路の老朽化に拍車をかけるだけでなく、下水処理の負荷増による下水道処理費の増

大、地盤の空洞化による道路陥没、土壌・地下水汚染など、重大な問題を引き起こしかねませ

ん。

この老朽管路の更生法として、非開削工法の中でも今もっとも脚光を浴びているのが、省エネ、

耐久性、水密性、経済性に優れたICPブリース工法です。

老朽化で破損した本管。 老朽化したマンホール。

ICPブリース工法とは…
I ………Inversion（反転）
C ………Chemical（化学）
P ………Pipe（管）

そしてブリース（Breathe）は「生気を吹き込む」という意味。
「反転挿入した化学の管が老朽化した管を蘇らせる」のが
ICPブリース工法です。



工期も機材もコンパクト
交通の遮断も止水時間も最短で。工期短縮でコストは約3割削減！
ICPブリース工法では、ICPライニング材をそれ

ぞれの管路の条件に合わせて工場で製作、現場

に搬入してＣＩＰＰ（現場硬化管）を形成します。そ

のため現場では高価な大型機材を必要とせず、

人員も少なくて済みます。標準工事なら、施工は

8時間で完了（エアバッグ反転システムの場合）。

開削方法に比べて30％以上のコスト削減を実

現しました。

特長4

口径も形もあらゆる管での施工が可能！
だから、もっとも多く利用されている
ICPライニング材に使用するポリエステル不織布は柔軟性に富み、鉄筋コンクリート管や

陶管、鋼管、鋳鉄管などの管種やボックスカルバートなどの形状にも施工できます。また、

全体・部分を問わず板厚の調整も自在

で、既設管の損傷の度合いに応じた更

生が可能。マンホールを含めた一体化

施工や、下水道管以外の埋設管にも対

応できます。

特長5

リサイクル推奨マークを取得
ICPライナー材は下水道管路更生工法初のリサイクル材利用で
グリーン購入法の環境物品指定に
ICPライナーにペットボトルのリサイクル材を使

用したタイプを開発。これによって、2002年5

月に日本の下水道管路更生工法として初のリサ

イクル推奨マークが与えられました。

特長6

コ ン セ プ ト -

省スペースでの施工が可能。

馬蹄形。 ボックスカルバート。

ここが違う！

ICPブリース工法

浸入させない、漏らさない！
本管と取付管の完全一体化で下水道管の能力がアップする
本管と取付管を完全一体化するので、雨水や地下

水の浸入、土砂や木の根の侵入をシャットアウト。

もちろん滲出による土壌汚染、地下水汚染も防ぎ

ます。また、既設管の中につなぎ目のない連続し

た自立管を形成するため、流下能力が向上、管内

堆積物も減少します。完全一体化のICPブリース

工法なら、既設管が完全腐食されたとしても自立

できる強度、耐久力があり、地震の影響を受けや

すい接続部への負担が軽減します。

ICPブリース工法は
「現場硬化によるライニング（CIPP）」での管更生工法。
世界中で広く普及しているCIPPのなかでも
日本の下水道管路の状況や埋設環境に合うよう日本で技術開発され、
数々の優れた特長で世界に認められています。

特長1

50年以上の耐久性
世界に通じるヨーロッパ基準・WRcが承認した日本初の工法
1999年、ICPブリース工法は、日本の下水管更生

工法としては初めて、世界的に権威ある研究機関

であるＷＲｃ（英国・ウォーターリサーチセンター）の

承認を受けました（ＷＲｃ認証ＰＴ／70／0499）。

生産設備の検査や品質管理の審査、特性の試験、

作業手順の審査など数々の厳重なチェックを経て、

ICPブリース工法により形成された取付管、本管、

マンホール内のICPライニング材が、50年以上の

耐久性をもつことが認められたのです。

特長2

完全一体化成功へのカギはＳカラーにあり！
ステンレスが穿

せ ん

孔
こ う

機
き

からICPライニング材を守る
本管のライニング後、先にライニングしてある

取付管口に穴をあけて、はじめて完全一体化は

完成します。穿孔作業はICPロボットに取り付

けた穿孔機で行いますが、このとき、Sカラー

（ステンレスカラー）が穿孔機による傷から接合

部分のICPライニング材を守る働きをするため、

穿孔がらくに行えます。

特長3

本管と取付管の完全一体化。

WRcの認証。

取付管口を守るＳカラー。



シャワーリングホース�
止水プラグ�

温水ホース�

排水ホース�

BC 作業用ICPロボット�
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取付管口の穿孔�

仕上げ�

本管ライニングの�
標準施工工程�

温水シャワーで効率よく硬化し、
大口径管に最適

ICPブリース工法では、ICPライニング材を

エア加圧温水シャワーリングシステムで硬

化させます。均一温度の温水を、瞬時に管

頂、管底部に当て、蒸気との相乗効果によ

って硬化の連鎖反応を行うのが、このシス

テムの特長。硬化後の養生に用いる冷却

水も、使用済み温水を循環して利用するた

め、管に水を満たして硬化する方法に比

べて必要な水量はおよそ10分の１に、また

燃料、施工時間も大幅に節約できます。

シャワーリングホース

6
ICPライニング材に水を注
入しながら管内に反転挿入。

7
反転終了後、ICPライニン
グ材を空気圧により加圧
し、温水シャワーリングで
硬化。その後、冷却水を循
環させてICPライニング材
を冷却、養生。

8
ICPライニング材の管端を
切断。

9
取付管がある場合は、本管
内に穿孔機を引き込み、取
付管口の位置を確認して穿
孔。

10
ＴＶカメラと目視により、
ライ状況を検査し、終了。

標 準 的 な 施 工 の 流 れ

●温水シャワーリング・硬化 ●取付管口の穿孔

大口径本管ライニング施工中。

止水プラグ�

スタートライナー�

●スタートライナー挿入

ガイドホース�

止水プラグ�

エアホース�

エアバッグ�

施 工 の ポ イ ン ト

開削せずに施工ができます。

完全一体化を実現するためには、
まず取付管をライニングし、本管ライニング後に、
ICPロボットを使ってモニターで確認しながら穿孔します。

温水をシャワーリングするため、
管に水を満たして硬化する工法に比べて
使用する水量はおよそ10分の１で済みます。

温水シャワーリングによる硬化で均一な仕上がり、
しかもエネルギーを節約できます。

最大延長250m（φ75mm）～600m（φ200mm以上）まで

施工が可能です。

管径75mm～2500mmの本管に適用。

完全一体化はこうしてできあがる

本管ライニング

1
本管、取付管内にＴＶカメ
ラを挿入し、調査。ICPラ
イニング材の長さを決定。

2
本管上流側と取付管に止水
プラグを設置。水量が多い
場合はバイパス管を仮設。

3
必要であれば、調査によっ
て見つかった障害物を除去。

4
管内洗浄を行う。

5
必要であれば、スタートラ
イナーを既設管内に挿入。

●ICPライニング材反転挿入

本管ライニング施工中。



調査工�

水替え工�

前処理工�

準備工�

反転挿入�

温水注入・硬化�

仕上げ�

取付管ライニングの�
標準施工工程�

作業用ICPロボット�
およびTVカメラ�

ツバ�

エア�

圧力計�

4
圧力バッグ内に収納され
たICP取付管ライニング材
を管内作業用ロボットに
セットし、本管内を移動さ
せ、取付管開口部にICP取
付管ライニング材の端部
を押しつける。

5
ICP取付管ライニング材に
流体圧（水圧または空気
圧）を作用させ、取付管内
に反転挿入。

6
反転終了後、ICP取付管ラ
イニング材に空気圧を加
圧し、内部に温水を注入し
てICP取付管ライニング材
を硬化させる。硬化後、
ICP取付管ライニング材と
圧力バッグを切り離す。

7
ライニングした取付管内
をTVカメラで検査、確認
し、終了。

標 準 的 な 施 工 の 流 れ

●準備工

●反転挿入

●温水注入・硬化

硬化後に行う穿孔では、Ｓカラーの飛び出し部分が目印となります。

■Ｓカラーが孔あけの目印に！

完全一体化はこうしてできあがる

取付管ライニング

1
取付管内にＴＶカメラを挿
入し、調査。ICP取付管ラ
イニング材の長さを決定。

2
取付管に止水プラグを設
置。水量が多い場合はバイ
パス管を仮設。

3
必要であれば、調査によっ
て見つかった障害物を除去。

本管ライニング材

ツバ

ポイント1
取付管開口部は本管と一体化しながら
より強度が増すしくみです！
＊詳しくは上記「一体化のしくみ」の図をご覧ください。

ポイント2
Ｓカラー（ステンレスカラー）で
取付管口が保護されるから、
穿孔機による穿孔作業がらくです。

取付管口を保護するＳカラー。

ポイント3
桝なし取付管も本管から
ライニングができます。

ポイント4
90°曲がりの施工も
Ｇタイプライニングシステムなら可能！

ポイント5
アフターライニングシステムで
本管ライニング後に
取付管ライニングをしても一体化！

施 工 の ポ イ ン ト

■一体化のしくみ

ICPライニング材

ヘッド付きライナー
（内圧により反転させベルトを引く）

しわ押さえベルト

ツバ

ICPロボット

インジェクションカラー

ツバは凸状に製作され、
取付管ライニング時に位
置合わせとして役立つ。�

この部分はコーティング
フィルムでシールされて
いる。�

ツバの表面のけば立ちが
本管との一体化を強化。�

Ｓカラー（ステンレスカ
ラー）は穿孔機からICP
ライニング材を保護する。�

硬化後もＳカラー部分が
突き出しているため、穿
孔位置がわかりやすい。�

ツバにあけられた小さな
孔は本管ライニング材か
ら絞り出された樹脂で埋
まり、それがアンカーボ
ルトとして一体化を強化。�

本管から絞り出された樹
脂により、一体化が強化
される。�

ICPライニング材表面の
バリヤーライナーが地下
水をシャットアウト。�

接合部分が厚く仕上がる
ため、丈夫。�


